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会 議 録 

審議会等名  令和３年度 第１回三条市学校給食運営委員会      

公開の別   全部公開           

開催日時   令和３年７月２日（金） 午後２時       

開催場所   三条市役所 栄庁舎３階 大会議室 傍聴者の有無 有   

出 席   委員 16人       

    小畑委員（裏館小学校長） 近藤委員（旭小学校長） 西澤委員（月岡小学校長） 

    唐沢委員（笹岡小学校長） 髙橋委員（第三中学校長） 本間委員（栄中学校長） 

   渡辺委員（一ノ木戸小 PTA） 石田委員（井栗小 PTA） 高橋委員（保内小 PTA） 

  田中委員（須頃小 PTA） 山上委員（栄北小 PTA） 清水委員（長沢小 PTA） 

  五十嵐委員（本成寺中 PTA） 小松委員（大島中 PTA） 椛澤委員（三条市監査委員） 

  
 相馬委員（新潟県三条地 

域振興局健康福祉環境部） 
   

      

   

事務局 22人 

 

長谷川教育長 

 

 

 

 

 

  

    栗林教育部長 野水教育総務課長 
熊倉小中一貫教育

推進課長 
  

    
坂井教育総務課課長補佐

兼共同調理場長 
阿部嵐南小学校長 菅野大崎学園校長   

    前田主任（教育総務課） 
外山一般任用技師 

(教育総務課) 

小川栄養教諭 

（嵐南共同調理場） 
  

  
長谷川栄養教諭 

（嵐南共同調理場） 

池田栄養教諭 

（裏館共同調理場） 

平原栄養教諭 

（裏館共同調理場） 
 

  
権瓶栄養教諭 

（栄共同調理場） 

伊佐栄養士 

（下田共同調理場） 

三浦栄養教諭 

（一ノ木戸小調理場） 
 

  
伊佐栄養教諭 

（嵐南小調理場） 

早川栄養教諭 

（大崎学園調理場） 
山田主事（教育総務課） 

  
丸山一般任用職員 

（教育総務課） 

古澤一般任用職員 

（教育総務課） 

内山一般任用職員 

（教育総務課） 
 

議 題 等 
   

  

 (１)  令和２年度学校給食調理場給食費会計収入支出決算の認定について 
(２)  今後の学校給食について 

 （３） その他 
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【 開 会 】 

坂 井 場 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長谷川教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂 井 場 長 

 

 

 

 

坂 井 場 長 

 

 

 

 

坂 井 場 長 

 

午後２時 

ただいまから、令和３年度第１回三条市学校給食運営委員会を開会いたしま

す。 

現時点では会長が不在でございますので、会長が選出されるまでの間、事務局

で司会進行をさせていただきます。 

 

（配布資料の確認） 

（委員委嘱、任期について説明） 

 

続きまして、本日の出欠状況について御報告いたします。委員１８名のうち、

現在１５名が出席されておりますので、三条市学校給食運営委員会規則第６条の

規定により、当会議が成立していることを報告いたします。 

 

続きまして、教育長が挨拶を申し上げます。 

 

本日は、令和３年度第１回三条市学校給食運営委員会に、大変御多用の中御出

席いただきまして、誠にありがとうございます。委員の皆様におかれましては、

日頃から学校給食の運営につきまして、大変な御理解と御協力を賜っております

ことに、併せて心から感謝申し上げます。 

学校給食運営委員会は、学校給食の円滑かつ効果的な運営に関する事項につき

まして御審議いただく会でございます。本日も給食をより良いものにするために

御意見を頂戴したいと考えております。 

 三条市は、学校給食を教育の一環として捉えており、子供たちが生涯を健康に

生きる力をつけるための「食育」として、給食業務に関わる職員一同、一生懸命

取り組んでおります。 

そうした中、新型コロナウイルス感染防止のため、人と人との距離を離すとい

う新しい生活様式が昨年の３月頃から始まりました。新型コロナウイルスの１日

も早い収束を願いながらも、給食を通じて子供たちの心の距離を少しでも近付け

ることができるよう、子供たちが元気にがんばってくれるための献立、また、雰

囲気作りにも配慮して取り組んでいるところでございます。 

 本日は、令和２年度の給食費会計の決算について、あわせまして、今後の三条

市の学校給食の考え方につきましても御意見をお願いしたいと考えております。

子供たちの心と体の健やかな成長のために、また、学校給食の円滑な実施につき

まして御意見を頂戴したいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

 本日は、新たな委員構成となってから初めての会議でございますので、委員の

皆様から自己紹介をお願いしたいと存じます。 

 

（委員の紹介） 

 

 清水委員からは少し遅れる旨の連絡をいただいております。 

 続きまして、事務局の紹介をいたします。 

 

（事務局の紹介） 

 

次に、４ 会長、副会長及び監査委員の互選でございます。 



3 

 

 

 

 

 

 

 

坂 井 場 長 

 

 

 

坂 井 場 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

坂 井 場 長 

 

 

 

坂 井 場 長 

 

 

 

小 畑 会 長 

 

 

 

 

 

 

坂 井 場 長 

 

 

 

小 畑 会 長 

 

 

お手元の三条市学校給食運営委員会規則第４条第１項の規定において、委員の

互選により正副会長各１人、監査委員３人を置くとしておりますことから、新た

に会長、副会長及び監査委員の選出をお願いするものでございます。 

選出方法につきまして、御意見、御発言がありましたらお願いいたします。 

 

＜事務局一任の声＞ 

 

事務局一任の声がありましたが、その方法で御異議ありませんか。 

 

＜異議なしの声＞ 

 

それでは事務局案をお示しさせていただきます。 

学校給食は、学校における教育の一環として位置付けられており、給食費は学

校長の権限の下に徴収され、委任を受けた調理場長が管理、支払い事務を行って

おりますことから、会長、副会長につきましては学校長からお願いしたいと考え

ております。 

そこで、会長には裏館小学校長の小畑一二美委員、副会長には栄中学校長の本

間康夫委員にお願いしたいと考えております。 

また、監査委員には、１号委員から笹岡小学校長の唐沢実委員を、２号委員か

ら栄北小学校ＰＴＡの山上直樹委員、３号委員からは三条市監査委員の椛澤綾子

委員にお願いしたいと考えておりますが、いかがでしょうか。 

 

＜異議なしの声＞ 

 

異議なしの声がございますので、よろしければ拍手で御賛同をお願いします。 

 

＜拍手あり＞ 

 

ありがとうございました。事務局案のとおり決定させていただきました。 

それでは、小畑委員からは会長席に移動していただき、御挨拶の後、議事を進

めていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 御指名いただきました裏館小学校の小畑一二美でございます。皆様方の御協力

を得ながら円滑に進めていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

それでは次第に沿って進めさせていただきます。 

「(1)令和２年度三条市学校給食調理場給食費会計収入支出決算の認定につい

て」を議題とします。事務局の説明をお願いします。 

 

＜坂井場長説明＞ 

 

（清水委員途中出席） 

 

今ほどの事務局の説明に対しまして、質疑等がございましたらお願いします。

なお、御発言の際は、所属とお名前をお願いします。 
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西 澤 委 員 

 

 

 

 

坂 井 場 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 畑 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

小 畑 会 長 

 

 

 

 

 

 

野 水 課 長 

 

小 畑 会 長 

 

 

 

 

 

 

小、中学校共通となりますが、収入の雑収入に記載の「学校臨時休業対策費負

担金」、収入の補助金に記載の「三条市学校給食地産地消補助金」、支出のその

他に記載の「令和元年度３月一斉臨時休業に伴う違約金」、それぞれの言葉の意

味を教えていただきたいと思います。 

 

まず、雑収入の「学校臨時休業対策費負担金」について説明いたします。新型

コロナウイルス感染症対策として行いました、令和２年３月３日～22日及び令和

２年４月 22日～５月８日の一斉臨時休業に伴い、学校給食も休止となりました。

これにより発生した、キャンセルできなかった食材の購入費及び当該キャンセル

に係る違約金等に対する補助金を国が創設したため、それを活用し、市の一般会

計を通して給食費会計へ補助金が交付されたものです。 

 支出に記載の「一斉臨時休業に伴う違約金」につきましては、今ほど申し上げ

た食材キャンセルに係る違約金等を食品納入業者へ支出したものでございます。

「学校臨時休業対策費負担金」として国から市を通して補助金が交付されたもの

を、「一斉臨時休業に伴う違約金」として業者へ支出したという流れになってお

ります。 

 続きまして、「三条市学校給食地産地消補助金」について説明いたします。こ

れは、学校給食で三条市産米を使用することで、学校給食の質の向上及び三条市

産米の消費拡大を図ることを主旨とした補助金でございます。内容としまして

は、新潟県学校給食会が定める学校給食用精米と三条市産米の価格差を市が補助

するもので、給食費会計の収入となっております。 

 

ありがとうございました。ほかに質疑ございませんでしょうか。 

しばらくして御発言がありませんので、議題（１）「令和２年度三条市学校給

食調理場給食費会計収入支出決算の認定について」は、原案のとおり認定するこ

とに御異議ございませんでしょうか。御異議がなければ、拍手で御賛同をお願い

します。 

 

＜拍手あり＞ 

 

 ありがとうございました。 

議題（１）「令和２年度三条市学校給食調理場給食費会計収入支出決算の認定

について」は、原案のとおり認定されました。 

 

次に、議題(2)「今後の学校給食について」です。 

 事務局の説明をお願いします。 

 

＜野水課長説明＞ 

 

ありがとうございました。 

資料４ページ目にまとめが記されています。現状、年間５回提供している米飯

以外の主食であるパンや麺について、月２回程度、これを年間に換算しますと約

２０回、つまり現状の４倍程度に回数が増えるという具体的な変更が提案されて

おります。 

今ほどの説明に対しまして、御質問等ございますでしょうか。先ほどと同様に

所属とお名前をお願いします。 
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小 松 委 員 

 

 

 

長谷川教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 松 委 員 

 

 

前 田 主 任 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 畑 会 長 

 

 

 

 

 

 

小 畑 会 長 

 

 資料１ページ目によれば、平成 20年度から完全米飯給食を実施しているとの

ことですが、４ページ目では、現状既に年間５回米飯以外の主食を提供している

との説明があります。この矛盾について説明していただきたいと思います。 

 

 御指摘のとおり、完全米飯給食に切り替えて１３年となりましたが、学校給食

法において、地産地消を推進するというものがございます。つまり、三条市産の

ものを使用して学校給食を提供するということでございますが、そうした中、米

に限らず小麦なども三条市産があるという声をこの運営委員会でもいただき、三

条市産の小麦や米粉を使用したパンや麺を提供することを３年前から始めまし

た。 

ただし、完全米飯給食の「完全」という名前を払拭するほど回数は増やさず、

年間５回だけパンや麺を提供することといたしました。三条市の食文化を支える

ものとして小麦などの生産もあること、米の活用方法として米粉という形もある

ことを学ぶものとして実施してきたという経過でございます。 

 完全米飯給食は堅持しながら、少しだけ門戸を開いたということですので、御

理解いただきたいと思います。 

 

資料２ページ目の取組の成果と課題について、何を根拠にこの成果を挙げてい

るのでしょうか。アンケートを取るなどしているのですか。 

 

市では、小学校５年生と中学校１年生を対象に食育授業を行っており、その一

環で調査、集計した結果を根拠にしております。 

「米飯の良さを理解する児童生徒が増えた」という点は、食育授業の中で子供

たちにバランスの良い献立を考えてもらったところ、９割が米飯を選んだことを

捉えたものでございます。 

 「朝食の主食に米飯を選ぶ児童生徒が増えた」という点は、子供たちから実際

の朝食の内容を書き出してもらったものを集計した結果でございます。具体的に

は、平成 21年度～令和元年度にかけて、小学５年生では 7.2％増、中学校１年生

では５％増となっております。 

「朝食をバランスよく食べる児童生徒が増えた」という点は、先ほどと同様に

朝食の内容を書き出してもらったものを集計し、主食、主菜、副菜をそろえて食

べている児童生徒の割合の変化を捉えたものでございます。平成 21年度～令和

元年度にかけて、小学校５年生で 11.9％、中学校１年生で 12.4％増えておりま

す。 

「肥満の児童生徒の減少」については、肥満度の高い児童生徒の割合の推移か

ら、実際に減少してきていることを確認しております。 

 

そのほかございませんでしょうか。 

しばらくして御発言がありませんので、「議題(2) 今後の学校給食について」

は、原案のとおり承認することに御異議ございませんか。 

御異議がなければ、拍手で御賛同をお願いいたします。 

 

＜拍手あり＞ 

 

ありがとうございました。 
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坂 井 場 長 

 

小 畑 会 長 

 

 

西 澤 委 員 

 

 

 

小 畑 会 長 

 

 

 

平原栄養教諭 

 

 

 

西 澤 委 員 

 

 

 

 

田 中 委 員 

 

 

 

 

小 畑 会 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「議題(2) 今後の学校給食について」は、原案のとおり承認されました。 

 

次に、議題（3）その他でございますが、事務局で何か用意がありますか。 

 

事務局からはありません。 

 

 せっかくの機会でありますので、委員の皆様から何かあればお出しいただきた

いと思いますがいかがでしょうか。 

 

 学校現場において、養護教諭、事務職員、栄養教諭の方々の業務量が多くなっ

てきていると言われております。三条市勤務の栄養教諭の方々は気持ちよく働け

ているのか、どなたか話を聞かせていただきたいと思います。 

 

 栄養教諭の方々の負担が増えているのではないかという心配の御意見かと思

います。全県的にアレルギー対応など様々な業務が増えてきているかと思います

が、実態について紹介いただきたいと思います。 

 

 今ほど会長からも話があったとおり、食物アレルギー対応の人数、品目等が

年々増えております。市内には栄養教諭が１人配置の調理場も多数あるため、間

違いがないよう何度も確認を行い、神経をすり減らして仕事をしております。 

 

 食物アレルギー対応は子供の命に直接関わる重要な事だと思っています。神経

をすり減らして対応いただいているということで、ありがたいですがその分大変

なことと思います。市内にも多くの栄養教諭の方がいらっしゃいますので、お互

い情報共有や相談し合ってもらえればと思います。 

 

 子供に卵アレルギーがありますが、子供は給食をいつも楽しみにしています。

卵除去のメニューを用意してもらえることにとても感謝していますし、アレルギ

ーがある子供の親は皆感謝していると思います。大変な手間をお掛けしていると

は思いますが、この場を借りて感謝を述べさせていただきます。 

 

 感謝の言葉をいただきました。大変励みになるお話だったと思います。ありが

とうございました。 

 

 そのほか、いかがでございますか。 

 しばらくして御発言ございませんので、本日予定していた議事は全て終了とさ

せていただきます。 

 

 本日承認された、米飯以外の主食について、これからの楽しみのひとつとなる

と思います。「多様化」という言葉は、今様々な分野におけるキーワードのひと

つであり、子供たちの好みや生活も今まで以上に多様化してきています。今回の

方針はそうした現実の変化への積極的な対応であると思います。安全を第一に、

今後も豊かな給食の提供をお願いします。 

 

 最後に、閉会に当たりまして本間副会長から御挨拶をいただきます。 
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本間副会長 

 

 

 

 

 

 

 

小 畑 会 長 

 まずもって、昨今様々な会議がリモートで行われている中、これだけの会場を

準備していただき、皆様にお集まりいただいたことに感謝申し上げます。 

 今後の学校給食について審議していただき、これからの給食がより一層楽しみ

となりました。現在はコロナ禍で、一方向を向いてと黙々と給食を食べるという

状況でありますが、１日も早く会話を楽しみながら食べられるような状況となる

ことを願いながら、この会を閉じさせていただきたいと思います。大変ありがと

うございました。 

 

 以上をもちまして、令和３年度第１回三条市学校給食運営委員会を閉会しま

す。 

皆様の御協力に感謝申し上げます。大変ありがとうございました。 

 

午後２時 55分 

 


